










葬行為が築造工程の過程で行われる「同時進行型」古墳であることを示している。第 2 段階は 1 次
墳丘の密封行為が行われる段階であるが，その最後に儀礼が行われた古墳築造の休止面が存在して


















Burial Process of Wooden-chambered Cairns in Silla：
































田ほか 1924・1927］，1924 年の飾履塚と金鈴塚［梅原 1931・1932］，1926 年の瑞鳳塚［小泉 1927，パ
クヂンイルほか 2014］などの調査成果をもとに，槨室と墓壙間に石を詰め，上部にも積石を行い，
積石上部を粘土で被覆した後に墳丘を構築するという，積石木槨墓の基本構造が認識されるにい
たった［梅原 1947］。解放後も 1946 年の壺杅塚の調査をはじめとして，積石木槨墓の調査が行われ
たが，1973～1975 年に慶州観光総合計画の一環で行われた天馬塚，皇南大塚北墳・南墳の発掘調
査を契機として，大型積石木槨墓の構造に関する理解が深まっていった。天馬塚の報告書が 1974
年に［キムウォルリョンほか 1974a］，皇南大塚北墳の報告書が 1985 年に［キムヂョンギほか 1985］，






















































5 人，皇南大塚北墳の場合は約 6 人，天馬塚の場合は約 4 人の殉葬者が埋葬されていたと推定して
いる。さらに，木棺周囲に配置された石壇は殉葬者の屍床台と推定し，皇南大塚南墳と北墳では各




























































































④ 内部の竪穴部分を空けて，その外側と護石の間に水平あるいは凸レンズ形に第 1 次墳丘を
盛る。






⑩ 木槨と墓壙および第 1 次墳丘の間に石を詰める。
⑪ 木槨上部に石を積み密封する。
〔第 3 工程：第 2 次墳丘の構築〕















た。次に，墳丘部の規模と形態による分類単位である，小型墓（A1 類，A2 類），小型墳（B 類），

















〔第 1 段階：1 次墳丘部築成〕
① 墓域を整地し，埋葬主体部を設置する部分に浅い墓壙を掘削する。
② 墓壙を基準に封土の範囲を設定する。







〔第 3 段階：2 次墳丘部築成〕
⑨ 完全に密封した埋葬主体部の上に 2 次墳丘を盛り，墳丘を完成させる。


































西洞・路東洞古墳群には金冠塚，瑞鳳塚，金鈴塚など，5 ～ 6 世紀の積石木槨墓が分布している（図
2）。皇南大塚は慶州観光総合計画の一環で，天馬塚とともに 1973 年から 1975 年にかけて発掘調査
が行われ，1975 年に北墳の概報が［文化財管理局 1975］，1976 年に南墳の概報が刊行された［文化
財管理局 1976］。本報告は 1985 年に北墳が［キムヂョンギほか 1985］，1994 年に南墳が刊行されてい
図2　慶州市中心部における古墳分布図
176
る［キムヂョンギほか 1994］。皇南大塚は 2 基の円墳が合体した瓢形墳であり，南北長 114m，東西


















































次に副槨（南北 5.2m，東西 3.8m，高さ 1.3m）の構造は一重槨であり，床面は墓壙底部である
赤褐色土層上面をそのまま利用しており，底板は伴わない（図 6-2）。副槨の床面中央部に直径約
30cm，深さ約 25cm の木柱 4 本を立てて，木槨の天井材を支えていたものと推定される。主槨の
構築と併行して副槨の構築も行われたものと考えられる。
④木槨側部積石部の構築
木槨側部に石を積み上げる前に，まず古墳基底部に 4 重に約 50cm の柱穴を掘り，木柱（直径 25
～30cm）を打ち込んで，木柱の間に角材を縦横につなげて櫓状建造物を構築した（図 7）。櫓状建
造物は東西 27.2m，南北 19.7m，高さ 4.1m の断面台形を呈していた。この櫓状建造物に合わせて




墳丘は，積石部上面より下部の 1 次墳丘と，積石部上面より上部の 2 次墳丘に区分される
（13）
。ま
ず，1 次墳丘が構築され，木槨内部の埋葬と上部積石部の築造が終了した後に 2 次墳丘が構築され
た。1 次墳丘は，小礫層を挟みながら，小礫が多く混入した黄褐色土を水平に積み上げている（図 4）。












































厚さは 1.4m になり，10 数層からなる。粘土層は積石部の外側にも広がり，南側では上部積石の外




















































220cm，幅 70cm）が納められていた （図 10-2）。木棺の内面は赤色顔料が塗布されていた。木棺
内の被葬者は 60 代男性と推定されており，東頭位で埋葬されていた。遺物は，頭部付近から金銅
製出字形立飾冠 （図 11-1），頭部の下部から頸飾 （図 11-5），上半身部分から胸飾 （図 11-3），腰部か













































































1 次墳丘上部に構築された 2 次墳丘上からも遺物が出土している。まず，墳丘頂上部付近（深さ
約 2m）に馬具類が布で包まれて箱に納められた状態で埋納されていた（図 17-1）。埋納されてい
た馬具は金銅製雲珠 13 点と金銅製扁円魚尾形杏葉 23 点（図 17-2）であった。また，墳丘頂上部
から北北東側に 19m の地点の表面近くに大壺 4 個が並べて埋納されていた。鉢形器台の鉢部を蓋
として，大壺の中には動物骨と貝殻が入った軟質小壺が入れられていた。墳丘中心部から東側に
16m の地点の表面近くに大壺 1 個と鉢形器台 1 個が埋納されていた。鉢形器台は大壺の蓋として




























小礫層の上に，外槨の壁面ラインに合わせて，大きめの河原石を幅 50cm，高さ 30cm に積んで石
壇を構築して，その上に外槨（東西 6.8m，南北 4.6m，高さ 3.7m）をのせている。外槨の平面形は，
南北長壁の内側に東西短壁が入り込む形態であり，直径約 20cm の丸太を使用し，上下を平らにし
て，重ね合わせたものと推定されている。外槨の中には厚さ約 4cm の木板を敷き，その上に内槨（東










21）。櫓状建造物は直径約 30cm の木柱を 2 列にめぐらし構築されている（内側木柱列：長さ約
10m，幅 7.7m，外側木柱列：長さ 13.6m，幅 11.3m）。木柱は南北両長辺に 44 本，東西両短壁に 20 本，
























れるとされているので，これが 1 次墳丘と 2 次墳丘の境界と推定される。したがって，北墳も南墳
と同様に木槨の高さまでの 1 次墳丘がまず構築され，上部積石部を構築し粘土で密封した後に 2 次
墳丘が構築されたものと考えられる。前述したように，木槨床面から高さ 3m までの側部積石部は
傾斜をなして積まれているが，それより上部の側部積石部はほぼ垂直に積み上げられており，積石
と 1 次墳丘の盛土が同時併行で行われたことを示している（図 19）。したがって，南墳と同様に築



















1 次墳丘の上に 2 次墳丘を構築したものと推定されるが，前述したように報告書では 1 次墳丘と
2 次墳丘の区別はされていない。ただし，2 次墳丘とみられる地上から 11m 以上の部分は，墳丘の
周縁部から中央へ向かって下るように盛土されたと記されている（図 19）。これに対し，チョヨン
ヒョンは南墳のように北墳も放射状に区画されて水平式盛土方式によって盛土されたと推定してい






























した（図 23）。頭部付近から金製出字形立飾冠 （図 24-1） と金製垂飾付太環式耳飾 （図 24-2），胸部
付近から頸胸飾 （図 24-6），腰部付近から金製銙帯，金・銀製腰佩 （図 24-5），金製耳飾，右手と左






製冠帽，金製垂飾 （図 25-2），玉類，銀・金銅製銙帯，銀・金銅製腰佩 （図 25-3），金銅製飾履 （図
25-6） などの装身具類，金銅装三葉文環頭大刀 （図 25-16） などの武器類，金・銀・金銅・青銅・鉄





































2m の地点において，表面から約 60cm 下の粘土層中に馬具類が麻布に包まれた状態で埋納されて
いた。埋納されていた馬具類は扁円魚尾形杏葉 5 個（図 28-1），金銅製雲珠 105 個（図 28-2），金銅
製飾板などであった。馬具類の周囲には，鉄斧 2 個（図 28-5），鉄刀子 2 個（図 28-6），高杯 2 個（図








































は 125m³，外周の護石量は 805m³，南墳の切取量は 10,639m³ であり，古墳全体の体積は 29,828m³
であるという。古墳築造に要した延人数は約 37,000 名と推定されており，1 日に約 200 名が作業に
参加したとすれば，築造期間は 185 日となると試算されている。この試算を検証する材料をもって
はいないが，ひとつの参考にはなるであろう。また，上位階層ではモガリの儀礼が行われた可能性
が高い。やや時期は下るが，百済の武寧王の場合，亡くなってから王陵に埋葬されるまで 2 年 3 ヶ月，























































































○ 1 次墳丘の粘土密封 
　・上部積石部の全体および 1 次墳丘の一部を粘土層で
　　密封する。
○ 1 次墳丘の粘土密封にともなう儀礼 
　・上部積石部の全体および 1 次墳丘の一部を粘土層で密封する過
　　程で木炭を散布し，土器を用いた儀礼が行われる。
○ 1 次墳丘上部の木造建造物の構築（南墳のみ） 
　・積石部の上部（密封粘土層の上面）に木柱を立てて
　　木造建造物を構築する。




○ 2 次墳丘の構築 
　・1 次墳丘の上部に 2 次墳丘を構築する。 
　・2 次墳丘の表面を粘土で被覆する。

























為が行われていることがわかる。そのなかでも，とくに第 1 段階における中断面および第 2 段階と


























代に関するこれまでの見解を大別すれば，5 世紀初頭説［イヒヂュン 1995，イウンソク 1999，イヂョ
ンソン 2000］と 5 世紀中葉説［藤井 1979，毛利光 1983，キムヨンソン 1998，キムデファン 2001］に分
けられる
（24）
。被葬者については，5 世紀初頭説の場合は 17 代奈勿王（在位：356～402 年）に，5 世




































































































































































長 6.5m，南北幅 4.1m であり，長軸はちょうど東西方
向を指している。木槨の側壁内には，さらに直径約 4～





























































































1992］。また，5 世紀中葉説の場合も 5 世紀第 2 四半期
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Burial Process of Wooden-chambered Cairns in Silla：
Focusing on Hwangnamdaechong Tomb
TAKAKU Kenji
This article analyzes the construction process and burial/funeral practices of Hwangnamdaechong 
Tomb in Gyeongju City, Gyeongsangbuk-do Province, South Korea, to provide a comprehensive 
picture of the burial process of large-scale wooden-chambered cairns in Silla in the fifth century and 
explain their characteristics and meaning. The analysis of Hwangnamdaechong Tomb indicates that 
the burial process of the large-scale wooden-chambered cairn was carried out in three stages. The 
first stage included the construction of the first burial mound and the main part of the tomb and the 
burial of the corpse along with grave goods. It is presumed that the wooden chamber, the cairn around 
the tomb, and the first burial mound were simultaneously constructed. Moreover, the soil profile of 
the first stage indicates that the construction was discontinued to inter the corpse. This suggests that 
large-scale wooden-chambered cairns fall into the category of concurrent interment tombs, where 
the corpse was interred under construction. In the second stage, the first burial mound was sealed. 
The soil profile of this stage shows that the construction was interrupted at the end of the stage to 
perform a ceremony and implies that the upper part of the first mound was considered important 
in the burial process. In the third stage, the second burial mound was constructed. It was the final 
stage of the tomb construction and funeral process. In the case of wooden-chambered cairns, the first 
burial mound had been completed when the corpse was interred, and therefore the burial and funeral 
rituals took place at a different place from that of typical preconstruction interment tombs, such as 
underground wooden-chambered tombs. The analysis of Hwangnamdaechong Tomb suggests that 
the corpses interred in its northern and southern burial mounds are unlikely to have been a married 
couple though they were certainly related to each other. It is therefore presumed that married couples 
were not generally buried together in Silla in the fifth century. Large-scale wooden-chambered cairns 
are considered as the final form of wooden-chambered tombs that emerged in the late Proto-Three 
Kingdoms period and as a top-ranked tomb for eminent figures. In particular, Hwangnamdaechong 
Tomb is much greater than others in terms not only of size of burial mounds and quality and 
quantity of grave goods but also of complexity in the burial process. The southern burial mound of 
Hwangnamdaechong Tomb implies the emergence of Silla kings’ tombs, while the northern burial 
mound implies their establishment.
Key words: Wooden-chambered cairn, Hwangnamdaechong, burial process
